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 東日本旅客鉄道株式会社 社長の冨田です。本日はお忙しいなか、大勢の方に
お集まりくださいましてありがとうございました。 
 

 私から、グループ経営構想Ⅴの現在の進捗、将来の展望についてご説明しま
す。また、新たに発表しました、2018年３月期の数値目標についてもご説明しま
す。 
 

 説明に入ります前に、今月12日日曜日の早朝になりますが、山手線の神田～秋
葉原間におきまして、電化柱が倒れ、線路を支障する事故を発生させてしまいま
した。多くの方にご迷惑をかけ、投資家のみなさまにもご心配をおかけしたことを
心からお詫び申し上げます。現在、事故原因の究明、対策の検討を進めていま
す。こうした事故が二度とないように、万全の対策を立てていきたいと思います。
幸い、列車と倒壊した電化柱の衝突は避けられたわけですが、こうした安全対
策につきまして、もう一度総点検を行い、私たちの輸送の安全上の弱点、これを
すべての現場を対象に点検を行っております。 
 

 そうした中で、昨日も、東北新幹線で長時間にわたり列車の運転ができない事
態を発生させてしまいました。多くのお客さまにGW初日からご迷惑をおかけいた
しましたことを、重ねてお詫び申し上げます。投資家のみなさまにもご心配をお
かけしまして、お詫び申し上げます。 
 

 今こそ足元を固めて、安全安定輸送の確保に全力を挙げます。安全の総点検を
行うとともに弱点箇所を掘り出し、いわゆる基本動作、基本作業の徹底を行いま
して、安全安定輸送の実現に万全を期していきますので、ご理解を頂ければと
思います。大変ご迷惑をおかけしていることを冒頭、お詫び申し上げます。 
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 グループ経営構想Ⅴの概要は既にご存知かと思います。鉄道事業を中心とする
会社ですが、単にお客さまをＡ地点からＢ地点に運ぶというだけではなく、地域
の生活を豊かにしていく、そのことにグループ全体で取り組んでいくことが、第一
の使命だと考え、取り組んでいきます。 
 

 そうした「変わらぬ使命」、「地域への貢献」を果たしながら、鉄道の可能性、まだ
まだ多くの可能性を秘めていると考えていますので、将来の無限の可能性を信
じて、社員全体が、とかく内向きになりやすいと言われる鉄道業ですが、オープ
ンなマインド、外に目を向ける、視野を広げるという気持ちを一層もって、鉄道の
世界から外にはばたく、このことを「世界に伸びる」と表現しています。 
 

 これは単に地理的な意味で世界、海外に行くという意味ではなく、日本国内にお
いても、私たちのエリアの外、今の私たちの外の世界、そういった方々との接点
を増やして、グループとしての可能性を広げていきたい、そして、その中で社員
一人ひとりが更なる成長を遂げていく、そうしたスパイラルをぜひ実現していきた
いということを表現しています。 

 



 具体的な課題について申し上げます。第一は究極の安全です。 
 

 現在は先ほど申し上げたような状況ですので、今一度足元を固め直す、安全安
定輸送の実現、これはすべての大前提、トッププライオリティですので、このこと
にグループを挙げて取り組んでいきます。 
 

 具体的には、首都圏直下地震対策、東日本大震災を踏まえた耐震補強を2012
年に総額3,000億円でスタートさせています。５年間でほぼ計画の８割は終了さ
せることができる見込みです。今後とも着実に行っていきます。 
 

 山手線のホームドアの設置工事も着実に進めています。今年度中には、東京駅
など大規模改良を予定している駅を除いてすべて完了する予定であり、山手線
の後、京浜東北線に工事を広げていく、できるだけ早い時期に山手線、京浜東
北線のホームドアの設置を進めていく考えです。 
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 鉄道ネットワークの拡充につきましては、おかげさまで、上野東京ラインが開業
して、首都圏の大きな輸送の変革が実現しつつあります。 
 

 また、北陸新幹線金沢開業によって、首都圏と北陸地方、信越地方を結ぶ新た
な動脈ができたことで、私たちの鉄道輸送量が増えるということだけではなく、
トータルとしての地域間流動を大きくすることができる、そういう可能性を証明し
ていきたいと思っています。 
 

 また、来年の春には北海道新幹線新函館北斗開業です。中央快速線のグリー
ン車の投入、田町～品川間の新駅設置、羽田アクセス線構想など、首都圏にお
ける在来線鉄道網の拡充、ネットワークの改善、これも非常に重要なテーマで
す。今後とも全力を挙げて、ネットワークの充実、サービス品質の向上に努めて
いきます。 
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 生活サービス事業の展開については、これまでも説明している通りです。 
 

 来年には新宿駅新南口ビルがいよいよ開業します。また、仙台駅東口開発も来
年に一部完成します。また、秋には千葉の駅ビルも一部完成します。 
 

 こうした中で、東京駅の丸の内地下エリアの開発、横浜駅西口駅ビル計画、渋
谷駅の再開発計画などを順次進めていきます。品川地区の再開発についても、
2020年には新駅を開業し、その後順次開発を進めていく考えです。 

 



8 

 地方創生は、私たちグループの重要な課題だと考えています。観光流動の創
造、デスティネーションキャンペーンの展開、インバウンドのお客さまも急増して
います。今年も３月までの状況を見ましても、４割以上の伸びです。これからは
受け入れる側の体制整備、東北地方など海外のお客さまが訪れる機会が少な
いエリアの情報発信、地域のみなさんと一緒になって徹底的に行っていくことで
観光による地方創生、新しい産業として観光を育てることに全力を挙げたいと思
います。 
 

 地域の農業などの活性化、いわゆる６次産業化についても進めていきます。地
方の中核駅のまちづくりでも、今年の春に長野駅が大きく生まれ変わりました。
地域のみなさまのご協力も頂き、駅前広場を整備し、駅舎を新しくし、当社では
駅ビルとホテルをリニューアルしました。その結果、 ７年に１度の善光寺の御開
帳もあり、大変長野の街が元気になっています。こうしたことをモデルとしなが
ら、私たちのエリアの他の地方中核都市においても駅を魅力のあるものに変え
ることで街を元気にして、新しい流動を起こして、地域に新しい雇用を作り出して
いく、まさに、街・人・仕事、こういうサイクルを地方で展開したいと考えています。 
 

 在来線の活性化、「のってたのしい列車」づくり、２次交通としての 特に地方
ローカル線の有効な活用の仕方、これまでも東北エモーション、ＳＬ銀河、越乃
Shu＊Kuraなど様々な趣向を凝らした列車を展開してきましたが、今後も積極的
に「のってたのしい」列車づくりを進めていきます。 
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 経営体質の強化については、当然ではありますが、今後さらに将来の投資に向
けたキャッシュフローの拡大、人手不足の時代に対応するためにも、生産性の
向上は不可欠です。10年間で24,000～25,000人の退職がありますので、こうした
中で同じ数の社員を高いレベルで採用するのは難しい課題だと認識していま
す。こうした問題に対応するためにも、生産性の向上、効率性の向上をあらゆる
系統で徹底的に行っていきます。 
 

 そうした生産性向上の前提として、技術革新によるコストダウン、設備のスリム
化、メンテナンス革新などのテーマも積極的に追及していきます。 
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 2018年３月期の数値目標については、営業収益で29,000億円を目標にしていま
す。2015年３月期との対比で５％以上の伸びです。現在の状況から見て、新幹
線、首都圏を中心とした在来線、こうしたものの伸びをこれからも確保していきた
い、確保していけると考えています。 
 

 非運輸業についても、最近、駅の耐震補強工事などで収益が減少していた駅ス
ペース活用事業も2017年３月期から収益を拡大できる見通しです。2018年３月
期には4,250億円を計画しています。ショッピング・オフィス事業は、着実に展開を
進めていきます。営業利益は4,630億円です。こうした利益の伸びを必ず確保で
きるように、収益の拡大だけでなく、業務の効率化、生産性の向上、コストをしっ
かりコントロールしていきます。 

 
 ＲＯＡは2018年３月期で６％程度、ＲＯＥは10％程度を目標として、着実な改善を
見込んでいます。 
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 営業キャッシュ・フローの使途ですが、2016年３月期からの３ヵ年で連結営業
キャッシュ・フロー1.9兆円の計画です。設備投資を1.6兆円で、このうち維持更新
投資が1兆円、成長投資に6,000億円という予定です。当然のことですが、安全安
定輸送のための投資を最優先して投資を行っていきますが、同時に将来の成長
に向けたバランスの取れた設備投資を行っていきます。 
 

 株主還元は、中長期のターゲットとして総還元性向33％を堅持し、配当について
は、2016年３月期に１株あたり130円の配当としています。自社株の取得も着実
に進めていきます。債務削減についても、わずかではありますが、毎年行ってい
き、債務を増やさないという方針は堅持していきます。 

 
 これから3年間、先ほど申し上げたような数値目標、経営体質の強化に向けまし
て全力で進んでいきますので、ご支援をよろしくお願いします。 
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 常務取締役の森本です。私からは、2015年３月期決算と2016年３月期業績見通
しについて説明します。 
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 2015年３月期の単体の実績ですが、営業収益はおかげさまで堅調なご利用に
よって運輸収入を大幅に伸ばすことができました。対前年で334億円の増で
101.7％の伸びでした。 
 

 一方、営業費用ですが、86億円の増で対前年100.5％でした。 
 

 従って、営業利益は248億円の増で大幅な増益となりました。経常利益も大きく
伸ばすことができましたが、当期純利益は127億円の減で、増収減益の決算でし
た。 
 

 当期純利益が減少した理由は、山田線の経営移管に関する特別損失の計上、
法人税率の引下げに伴って繰延税金資産を取り崩したことがあったことによるも
のです。これらによって、特別損益が悪化し、税金費用も増えましたが、2015年3
月期の特殊な要素でした。 
 

 2016年３月期ですが、北陸新幹線金沢延伸もあり、営業収益を大幅に伸ばす計
画になっております。対前年499億円の増、102.5％です。一方で、開業に伴って
貸付料などの経費もかかりますので、営業費用も276億円の増、対前年101.7％
という計画です。人件費、動力費などを抑制することで伸びを抑えていき、営業
利益、経常利益はそれぞれ223億円、174億円の増という計画にしています。当
期純利益は、2015年3月期の特殊要素がなくなりますので、大幅に改善して
2,070億円の計画にしています。この数字を達成するようにしっかりと進めていき
ます。 
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 2015年３月期の実績です。鉄道運輸収入は101.7％でした。 
 
 定期については、見積り方法の変更もありましたが、高齢者、女性を中心に定期
の利用者が増えた、雇用情勢の改善などもありました。 

 
 定期外では、新幹線高速化など、北陸新幹線金沢開業、インバウンド、災害反
動などがあり、堅調に収入を増やすことができました。対前年101.7％でした。 
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 2016年３月期の計画です。これらの施策をさらに形にして実現していくことで、収
入を対前年440億円の増、102.6％で見込んでいます。 
 

 施策としては、北陸新幹線金沢開業で295億円の増を見込んでいます。上野東
京ラインでは定期収入と在来線関東圏で20億円の増です。インバウンドも大変
好調ですので、15億円の増、うるう年で30億円の増を見込んでおり、対前年で
102.6％としています。 
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 単体営業費用の2015年３月期についてご説明します。 
 

 収益が101.7％の増と比較しまして、営業費用は100.5％の増でした。 
 

 人件費は136億円の減でした。退職給付費用の計上方法の変更もありました
が、人員の減少の効果もあり、トータルで136億円の減となりました。 

 
 機構借損料では借受終了による減もありました。 
 
 一方、物件費その他で111億円増加していますが、これは部外委託、北陸新幹
線の開業に伴って広告宣伝費を投入したこと、販売手数料などの増要素があ
り、111億円の増でした。 
 

 積極的な設備投資を行っていますので、減価償却費も56億円の増でした。 
 

 これらの増減を合わせまして、トータルで86億円の増、100.5％でした。 
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 2016年３月期の営業費用です。これは、冒頭でお話ししました通り、北陸新幹線
開業に伴う収入の増もありますが、一方で経費の増もあります。 
 

 その他に、減要素としては人件費があります。これは、大量退職期を迎えている
ということで、人員が減ってくるということで73億円の減となっています。 
 

 動力費では火力発電所の燃料費が原油価格の下落で下がっていますので、４
～５か月遅れて影響が出てきます。昨年度の決算では影響が出ませんでした
が、今年度の見込みで対前年55億円の減を見込んでいます。 
 

 一方で増要素ですが、物件費その他にある車両相互使用料で、北陸新幹線でＪ
Ｒ西日本の車両が当社エリアを走り、収入が当社に入りますので、その分の車
両の借入の経費です。同時に、当社から乗り入れている分はＪＲ西日本から使
用料を頂くことになっており、65億円の増となっています。 
 

 機構借損料は、新幹線の貸付料が増えますので、150億円の増です。 
 

 設備投資を積極的に行っておりますので、減価償却費も53億円の増となってい
ます。これらが主な増要素です。 
 

 その他、システム経費、販売手数料、退職者が出るので業務委託費の増などが
あります。こうした増の要素も入れまして、トータルで101.7％ですが、収益が
102.6％ですので、営業利益が増加します。 
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 連結決算の2015年３月期実績と2016年３月期の計画です。単体の営業収益、費
用の伸びと連動しています。 
 

 駅スペース活用事業につきましては、工事支障で残念ながら2015年３月期は減
収減益でした。2016年３月期も減収減益を見込んでおりますが、2017年３月期か
らは工事が終了し店舗が開業したり、あるいは新しい開発などが出てきます。 
 

 ショッピング・オフィス事業につきましては、増収増益で見込んでいます。 
 
 当期純利益は、2015年３月期は1,803億円で、2016年３月期は2,380億円を見込
んでいます。これは過去最高となる見込みです。 
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 運輸業ですが、これはほとんど単体と連動しています。 
 

 2016年３月期につきましては、福島あるいは北陸3県のDCを積極的に実施して
いきます。 
 

 今年度末には北海道新幹線新函館開業がありますが、収入は計画に見込んで
いません。 

 



 続きまして、駅スペース活用事業です。減収減益の決算で、今年度も同様の見
込みです。 
 

 Jリテールの既存店の実績を掲載していますが、下期は100.0％でした。コンビニ
業界全体は苦戦していますが、NEWDAYS改革という取り組みも行っており、
100.0％で推移しています。 
 

 エキュート東京、エキュート品川なども好調でした。 
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 ショッピング・オフィス事業です。2017年３月期から大規模な開発が開業しますの
で、当面は既存の売上増と小規模な開発という計画です。 
 

 ルミネとアトレの数字がありますが、実績は順調に伸びています。 
 

 大塚南口ビルの平年度化でオフィスビルの賃料収入もあり、増収増益でした。
2016年３月期には、浦和駅高架下開発、茅ヶ崎ラスカの増床などがあります。 
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 その他です。2015年３月期は増収減益でした。これは、ＪＲ東日本情報システム
が北陸新幹線に関するシステム関連で増収となりましたが、一方でクレジット
カードのシステム改修があり、対前年で見ると減益となりました。 
 

 2016年３月期につきましても、北陸新幹線のシステムの収入がなくなる反動があ
りますが、北海道新幹線の運転システムの需要があり、トータルでは、営業収益
が97億円下がりますが、営業利益ではホテル、IT・Suica、広告などの増要素が
ありますので対前年で15億円の増益となっています。 
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 営業外損益と特別損益の実績です。 
 

 支払利息は順調に減少しています。 
 

 特別損益では、山田線の経営移管により特別損失が発生しています。 
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 キャッシュ・フローの実績です。 
 

 営業活動によるキャッシュ・フローは6,227億円で、対前年で599億円増えました。
法人税の支払額が2015年３月期に減少しました。 
 

 現金及び現金同等物は、2,451億円の期末残高でした。 
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 設備投資の推移です。2016年３月期につきましても、5,550億円の設備投資を行
います。 
 

 この中には300億円を上限としてグループ経営構想Ⅴを重点的に推進していくと
いう重点枠が含まれています。 
 

 特徴の一つとして、成長投資を2,000億円規模で考えておりますが、2015年３月
期から2016年3月期にかけて、運輸業では減って、非運輸業が1,119億円から
1,560億円に増えています。これは、2017年3月期に千葉、新宿駅新南口、仙台
駅東口などの街づくり、将来の品川に向けての投資などで、生活サービス部門
の設備投資にシフトしているためです。 
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 2016年３月期の設備投資の主な項目です。 
 

 設備投資の推移をお話ししましたが、全体で5,250億円、単体で4,250億円、グ
ループ会社で1,000億円です。安全安定輸送対策のうち、大規模地震対策で710
億円、車両投資は成長投資と維持更新投資、それから生活サービス投資です。 
 

 重点枠として、サービス品質改革、観光、地域活性化、技術革新、グローバル化
などの将来に向けて、ブラッシュアップするような投資を300億円計画していま
す。 
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 有利子負債の推移です。 
 

 2015年３月期は128億円の債務削減を行いました。 
 

 特に、鉄道施設購入長期未払金は2014.3期末で5.78％という高い金利の負債で
すが、これを1,200億円程度減らしました。 
 

 平均金利は2.56％から2.37％に下がりました。 
 



 以下は、参考資料です。各種データ、債券投資家の皆さまに向けた資料も掲載
しておりますので、ご参照ください。 
 

 以上で説明を終わります。 

28 



29 



30 



31 



32 



33 



34 



35 



36 



37 



38 



39 



 
 

40 



41 



42 



43 


